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はじめに
近 代 化 は 2 0 世紀の東洋の国々の一番重要な課題であった。そしてその 
導き手は留学生であった。1900年代の台湾留学生の大部分は資産家の子 
弟 で 、年 齢 も 若 か っ た た め 、民族問題を意識することはなかった。覚醒を 
促した 原 因 に つ い て は 、『台湾総督府警察沿革誌』で は 「民族自決主義の影 
響、之 に 伴 ふ 朝 鮮 萬 歳 騒 動 、或 は 支 那革命の新展開等の刺戟を受け、學生 
の 思 想 傾 向 は 一 變 し 」(1)と記録している。1 9 2 0 (大 正 9 ) 年 、林 献 堂 、蔡恵 
如 ら の 主 導 で 多 く の 東 京 の 留 学 生 が 集 ま り 、「新 民 会 」を 創 立 し た 。後 、 
「新 民 会 」の主 導 者 は 学 生 会 員 を も っ て 別 に 「東 京 台 湾 青 年 会 」を結成し、 
「新 民 会 」と「東京台湾青年会」の機関誌— 『台湾青年』を発行した。これ 
が東京台湾留学生の活動の始まりであった。
本文は日本統治期の留学生によって書かれた小説作品を中心に当時の 
台 湾 留 学 事 情 に つ い て 論 述 し て い く 。作 品 を 通 し て 、留学は留学生にど 
ん な 影 響 を 与 え た の か 、その影響で留学生はどんな変化を遂げたのかを 
研 究 し て い き た い と 思 う 。ま ず 第 一 章 で は 、留 学 の 背 景 に つ い て 簡 単 に  
紹 介 し て い く 。第 二 章 は 四 節 に 分 け 、作 家 楊 雲 萍 、巫 永 福 、張 文 環 、陳垂 
映、王昶雄など五人の作品を発表された順番で分析していく。
第 一 章 日 本 留 学 の 流 れ
1 8 9 5 (明治2 8 )年、下関条約によって、日本は初めての植民地一一台湾 
を手に入れた。抵 抗 す る 台 湾 人 を目の前にした日本政府は、「武力」と「教 
育 」と い う 平 行 す る 政 策 を 取 っ た 。しかし、教 育 と 言 っ て も 、植民地を統 
治 す る た め の 国 語 （日本語）教 育 に 過 ぎ な い 。植 民 者 に と っ て 、原住民を 
教 育 す る の は 、自 分 で 敵 を 作 る こ と に 等 し い 。従 っ て 愚 民 政 策 は 日 本 の  
植 民 地 政 策 だ け で は な く 、当時、最 多 の 植 民 地 所 有 者 た る 大 英 帝 国 の 植  
民 地 政 策 で も 同 様 で あ っ た 。そ し て 、愚 民 政 策 の 下 で 、教育機会 の 不 平
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等 、教育機関の不足などが原因で、留学生増加が起ったと考えられる。
第一節 留 学 の 始 ま り
1 89 5 年 6 月、台湾総督府民政局管轄下の学務部は伊澤修二学務部長心 
得 に よ っ て 芝 山 巖 に 移 り 、翌 月 の 1 6 日芝山巖学堂の授業が開始された。 
これが日本政府に よ る 日 本 語 教 育 の 始 ま り で あ る 。最初の学生は二人し 
か い な か っ た が 、次第に増えてきて、九月の末に二十七名まで至った。そ 
して、台 湾 人 学 生 と し て 初 め て 日 本 に 渡 航 し た の は 、芝 山 巖 学 堂 の 最 初  
の学生— 柯 秋 潔 と 朱 俊 英 の 二 人 で あ っ た 。⑵ 日本に滞在した期間は二 
ヶ月にも達していないであろう。（3)そ の 翌 年 の 二 月 、葉 樹 松 、張白堂らも 
渡 航 し た 。だが、この四人にづいては留学生というより、修学生どいうべ 
きであった。（4)実 際 に 『台 湾 教 育 沿 革 誌 』におい て も 、「見 学 」と記録して 
いる。（5)
留学 生 に つ い て は 「同 （1896年）四月一日李春生の子弟李延齢以下七名 
を東京に留學せしめ」⑸という一文が最初の記録である。しかし、この留 
学 の 状 況 に つ い て は 詳 細 が 不 明 で あ る 。恐 ら く こ の こ ろ か ら 、総督府に 
協 力 的 な 〈士 紳 〉た ち の 一 部 に 日 本 訪 問 、観 光 旅 行 な ど の 動 き が あ り 、次 
第に私費留学生或は官費留学生による渡航申請がなされるに至ったと推 
測さ れ る 。（6)
総 督 府 は 本 島 人 （台湾人）に日本訪問•修学旅行をさせ、内地の進歩を見 
せ 、感 心 さ せ て か ら 、本島人が自ら風俗改良、内地への模倣などのことを 
す る よ う 誘 導 す る こ と を は か っ た も の で あ ろ う 。実際に効果があったよ 
うで あ る 。これによって、初 期 の 留 学 生 は 自 然 的 に 増 加 し て い っ た と 思  
われる。（6)
第 二 節 日 本 留 学 生 の 増 加
教 育 に お け る 「同化主義」は第4 代 目 児 玉 総 督 （1898 -  1 9 0 5 )の時代に 
な っ て 、輔 佐 役 の 民 政 長 官 後 藤 新 平 の 「植 民 地 政 策 は ピ オ ロ ギ ー で あ る 」 
という漸進主義の下で、差別は続けられていた。（6)そして台湾における台 
湾 人 教 育 は 、高 等 教 育 の み な ら ず 、中等教育においても同じ状況に陥っ 
て い た 。これについて矢内原忠雄はこう指摘した、「領台当初統治上最も
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実用ありし医師養成を除き大正八年に至る迄は全く専門教育機関を有せ 
ず 、実 業 学 校も欠如し、本島人に対する中等教育も不備であつる。（中略) 
国 語 教 育 と 医 学 、之れ台湾統治の実用上許容せられたる教育の全部であ 
つた」。（7)このような背 景 の 下 で 多 く の 台 湾 学 生 が 本 島 で の 勉 学 を 諦 め 、 
留 学 の 道 を 進 ま ざ る を 得 な く な っ た 。下 の 表 の 数 字 を 見 れ ば 、中等教育 
を 受 け る た め の 留 学 は 、高 等 教 育 の そ れ を は る か に 上 回 る こ と が わ か  
る。この現象はまさに台湾における中等教育の不足をよく反映したもの 
である。
表 1 台 湾 留 学 生数の推移（その1 ) (8)
年 度 初等教育 中等教育 実業教育 専門教育 特殊教育 不詳 合計
1906 (明治 39) 10 9 4 13 36
1907( " 40) 19 22 14 7 — — 63
1908( 〃 41) 23 13 15 8 — 60
1909( " 42) 28 30 20 13 3 1 96
1910( 〃 43) 43 41 23 15 3 7 132
1911 い  44) 65 52 32 18 4 5 176
1912(大正 1) 76 94 47 35 2 10 264
1913( " 2) 57 130 75 39 3 11 315
1914( " 3) 47 155 69 45 3 6 325
1915( " 4) 40 179 53 50 2 3 327
1916( " 5) 82 183 74 55 4 17 415
1917( " 6) 83 201 88 86 5 19 482
1918 〇  7) 63 200 38 102 19 71 493
1919( " 8) 91 219 46 119 29 60 564
1 9 2 0 ("  9) 94 231 49 139 52 84 649
1921( 〃 10) 116 297 48 173 58 65 757
1922( // 11) 40 252 46 182 206 17 743
第 三 節 留 学 生 の 監 督 対 策
こ う し た 留 学 熱 は 、台 湾 総 督 府 の 危 機 感 を 引 き 起 こ し た 。最も恐れて 
いたのは留学生による反植民地政策の言動である。総 督 府 が 留 学 生 に 「留 
學 後 の 成 績 を 顧 み る と 、法 政 の 學 を 修 め た 者 等 は 兎 角 軽 佻 浮 薄 、忠實業 
に 服 す る の 風 な く 、言動ややもすれば常軌を逸.し、甚 だ し き は 對 岸 に 走  
り官吏となる者をさへ生ずる。」(9)と警戒した。そ し て 、「元來國語及普通
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學の素養に乏しい本島人を何等の制限もなく内地に任意留學せしめる事 
は、徒 に 社 會 の 悪 風 潮 に 感 染 せ し め 、一身 を 誤 り 、社 會 を 害 し 、延いては 
本島施政上にも障礙を來す結果となるので」(9)、1907 (明 治 4 0 ) 年 5 月31 
日 休 職 国 語 学 校 教 授 石 田新太郎を留学生監督に任命した。監督の任務は 
以下のようであった。
一 在 京 本 島 人 生 徒 の 監 督 指 導 に 任 ず る 。
二 毎 月 少 く と も 一 回 留 學 生 の 會 合 を 催 す 。
三 毎 三 箇 月 に 一 回 各 生 徒 の 修 學 の 状 況 性 行 •成 績 、 前 途 成 業 の 見 込 等  
に 關 し 意 見 を 附 し 報 告 書 を 提 出 す る 。
四 留 學 生 の 監 督 指 導 に 關 し 、 必 要 と 認 む る 所 置 を 執 る 。
五 留 學 生 の 監 督 指 導 方 に 關 し て は 、 東 洋 協 會 竝 當 該 が 學 校 と 連 絡 を 圖  
0 、 遺 憾 な き を 期 す る 。 ⑼ '
な お 、「東 京 以 外 の 各 府 縣 留 學 生 監 督 に 関 し て は 、地 方 長 官 に 依 頼 し 、 
必 要 の 取 締 を 行 ふ 事 と し た 。又 島 内 各 廳 長 に 対 し て は 、六月五日附を以 
て 、自 今 内 地 へ 留 學 する生徒あるときは、其 の 氏 名 生 年 月 日 、種 族 の 別 、 
入學すべき學校の名稱及所在、修 業 學 科 、入學前の教育、父兄の生業及資 
産 の 状 況 等 を 具 し 、其の都度報告せし む る 事 と し た 。」(9)留学生への監督 
は、19 1 2 (大 正 1 ) 年 9 月の高砂寮の落成により、さらに厳密となった。こ 
のような“ 監 督 ” の結果、「本島人はたゾに台湾に於て専門教育を受くる機 
関 を 有 せ ざ り し の み な ら ず 、大 正 八 九 年 頃 に 至 る 迄 は そ の 内 地 留 学 を  
も、殊に法律政治の勉学は、官憲の妨害を受けたのである。」(1D)
第 四 節 日 本 留 学 生 の 推 移
1922 (大 正 1 1 )年の教育令によって「同化教育」か ら 「共 学 」の制度に転 
じた。こ の 「共 学 」制 度 の 公 表 に よ っ て 、一時期台湾の留日学生数が減っ 
ていったと思われる。1 9 2 3 (大 正 1 2 )年と2 5 (大正1 4 )年の留学生数の数 
字を 見 る と 、これがわかる（表 1、表2 を参照）。しかし、この内台共学制度 
は 台 湾 人 に 教 育 機 会 を も た ら す か わ り に 、日本人による高等教育機関独 
占 を 実 現 さ せ る こ と と な っ た 。台湾の人々がこの事実に気がつかないわ
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け が な い 。そ こ で 、1 9 2 7 年 に は 留 学 生 数 が 一 気 に 増 え る こ と と な っ た 。 
それ以後、留学生の数は減ることがなく、増える一方であった。
表2 台湾留日学生数の推移（その2 ) (11) * ( ) 中の数字は女子の数
年度 小学校 中学校 女学校
直
高 校 • 
大学予科
専 門 • 大学
3
その他 合計
1923 39
(3)
272 19 52
⑴
73
(1)
165
(4)
224 18 862
(28)
1924 37
(4)
272 20 45
(1)
77
(1)
145
(2)
233 21 850
(28)
1925 21
⑵
263 12 36
(1)
114
(1)
123
(6)
29 190 40 828
(22)
1926 18
(1)
244 9 36 75 153
(11)
71 164
(1)
115
(4)
886
(26)
1927 16
⑵
419 22 55 147 260
(18)
121
(2)
95
(1)
105
⑵
1240
(47)
1928 18
(2)
516 28 86 153 296
(34)
121 95
(1)
92
(1)
1405
(66)
1929 20
(1)
630 31 90 179 251
(33)
103 71
(1)
74
(3)
1449
(69)
1930 22
(3)
495 19 79 170 246
(31)
132 67
(5)
87
(10)
1317
(68)
1931 28
(4)
578 37 119 155 296
(64)
148 46
(5)
94
⑸
1501
(115)
1932 34
(5)
555 31 108
⑵
124 330
(73)
184 52
⑶
209
(6)
1627
(120)
1933 28
⑷
514 23 79 105 310
(87)
193 72
⑸
196
(6)
1520
(125)
1934 略 545 37 136 161 636
(152)
197 254
(20)
11 1977
(209)
1935 略 601 31 190 139 691
(146)
217
(12)
300
(12)
16
⑵
2185
(203)
1936 略 733 43 188 149 747
(181)
205
(3)
292
(15)
略 2357
(242)
1937 略 829 76 217 154 880
(229)
211
(2)
445
(23)
略 2812
(330)
1938 略 1197 101 352
(24)
145 1250
(291)
313
(1)
略 765
(115)
4123
(532)
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1939 略 1635 148 478
(16)
177 1554
(343)
337 略 1078
(164)
5407
(671)
1940 略 1541 185 544
(20)
201 1798
(360)
310
(1)
略 1436
(161)
6015
(727)
1941 略 1556 267 634
(31)
249 1992
(352)
303 略 1675
(182)
6676
(832)
第 二 章 作 家 別 で 見 る 留 学 生 像
本 章 で は 四 節 に 分 け て そ れ ぞ れ の 特 色 に つ い て 論 述 し て い く 。まず、 
第一節 で は 192 0 年 代 と 193 0年 代 の 代 表 と し て 楊 雲 萍 と 巫 永 福 を 挙 げ 、 
二 人 の 違 い を 比 較 す る こ と に よ っ て 、留 学 生 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 、心境 
の 変 化 を 探 る 。第 二 節 で は 張 文 環の一連の留学生 の 帰 郷 を 語 る 作 品 を 通  
して、留学生を悩ませる失業問題を取上げる。第 三 節 で は 陳 垂 映 の 『暖流 
寒 流 』を通して、その中に登場する留学生たちを分析する。第四節では王 
昶 雄 を 取 上 げ 、皇 民 化 運 動 下 の 留 学 生 の 苦 し み を 通 じ て 、3 0 年代の留学 
生との違いを論述する。
第 一 節 楊 雲 萍 と 巫 永 福  
一楊雲萍の場合一
楊 雲 萍 （1906 -  2 0 0 0 )は1926年から1931年にかけて留学のために故 
郷 を 離 れ 、東 京 に 出 た 。留学中、楊雲萍は合計六編の短編小説を発表した 
が、そのうちの三編は留学を背景にしたものである。（12)1926 (昭 和 元 ）年 
4 月 に 発 表 さ れ た 「到 異 郷 」の 主 人 公 は た だ 一 枚 の 「文 憑 」を 得 る た め に 、 
家 族 や 恋 人 と 別 れ 、日本へ向かった。船 の 中 で ひ ど い 船 酔 い に 堪 え な が  
ら、「人 生 的 幸 福 在 那 裏 ？……呵 呵 ！為 著 一 紙 的 文 憑 ，和慈愛的父母弟姊相 
離 ，和 幾 多 畏 敬 的 心 友 相 別 ，和那山川草木,更和那幾多帶不得來的書籍雑誌 
相 分 開……。」(13)と家族や友人、恋 人 の こ と を 懐 か し く 思 う 。「到 異 郷 」は 
連 載 予 定 の は ず だ っ た が 、初 回 で 打 ち 切 ら れ た 作 品 で あ る 。作者はこの 
ことについて、こ の 作 品 に あ ま り に も 気 に 入 ら な い の で 、連載すること 
は 望 ま な い と 説 明 し た 。（14)同年8 月 に 発 表 さ れ た 「弟 兄 」では兄弟喧嘩の 
後に兄が片づけながら、と故郷を懐かしく思う場面がある。
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「念 什 麼 書 !」
「來 這 兒 東 京 做 什 麼 ！？」他半自棄地這樣自言自語。
一面整頓那被擠下來的雜誌報紙等,一面追想在臺灣家裏時的情景— 小溪 
裏的摸魚,竹仔山的吃龍眼,晚飯後的談笑等。 （15)
「到 異 郷 」と「弟 兄 」は楊雲萍 が 東 京 に 来 て 一 年 目 に 発 表 し た も の で 、郷 
愁 の 色 は 濃 く 、留学すること自体まで疑わしく思えてきた。だが、時間が 
経 つ に つ れ 、現 実 的 な 問 題 に 向 か わ な け れ ば な ら な く な っ た 。1 9 2 7 (昭 
和 2 ) 年 1 月 に 発 表 さ れ た 「加 里 飯 」では、郷愁に代って苦 し い 経 済 状 況 が  
テーマになった。「聽着一聲『掛號』的郵差的叫聲，宛然似在灼熱、迷茫的沙 
漠 當 中 ，聽 到 『快要到綠洲O asis了』的隊商C a ra v a n ,感 覺 愉 快 、満足和安 
慰 。」（16)そ し て 、為 替 手 形 の 金 額 を 見 て 「那 刹 那 、先 前 的 愉 快 、滿 足 、和安 
慰 、頓 然 地 大 部 分 消 失 、再加上着急起来。」（16)為替手形と一緒に儉約しな 
さ い と い う 父 か ら の 手 紙 を も ら っ た 主 人 公 は 悲 憤 、不安を感じながらで 
も、一 家 十 人 の 生 活 の た め に コ マ の よ う に 回 り つ づ け て い る 哀 れ な 父 親  
の 姿 を 思 わ ず に い ら れ な い 。鬱憤を晴らすために普段は絶対入らない力 
フ エ ー に 入 っ て も 、貧 乏 学 生 と い う こ と を 余 計 に 強 く 意 識 さ せ ら れ た だ  
けである。
また、作 品 の 中 で 東 京 に 関 す る 描 写 も 我 関 せ ず と い う ふ う に 描 か れ て  
いる。
他的眼晴瞧不瞧地向著夜裏的東京市— 夜裏的柬京市,却脫不盡白晝時的 
喧 囂 ，幾多電燈在黄塵濛濛裏,車馬轟轟裏明滅。」（一 一 「弟兄」）(17)
楊 雲 萍 の 作 品 か ら 留 学 の 楽 し さ が 見 出 せ な い 。楊雲萍は貧乏と異郷に 
い る 二 つ の こ と を 強 く 意 識 し 、そして傍観者の見 方 で 意 図 的 に 自 分 と 東  
京 と の 間 に 距 離 を 置 き 、台 湾 （被植民者）と 日 本 （植 民 者 ）との間の違和感 
を 表 現 し た 。こうしてそれとなしに抗日の色彩を作品の中に入れたので 
ある0
一 巫 永 福 の 場 合 一
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1933 ( 昭和8 )年 7 月 の 『フォルモサ』創刊 号 で 発 表 さ れ た 巫 永 福（191 3 
- ) の 「首と體」の世界は、楊雲萍とは全く異なるものである。巫永福は 
1 9 2 9 年 16 歳のときに名古屋五中に編入し、1932年 、明治大学文芸科に 
入 学 。創 作 欲 が 旺 盛 な 巫 永 福 は 自 分 の 作 品 の 発 表 で き る 場 が ほ し く て 、 
張 文 環 に 相 談 を 持 ち 込 み 、ようやく念願の雑誌一 一 『台 湾 芸 術 研 究 会 』の 
機 関 誌 と し て 『フ ォ ル モ サ 』が 創 刊 さ れ た 。巫 永 福 は 明 治 大 学 在 学 中 、三 
年目のクラス分けの際に新感覚派の代表者である横光利一のクラスを選 
ん だ 。彼 の 作 品 に は 、新感覚派の影響が見られる。もちろん、「首 と 體 」も 
そ う で あ る 。「首 と 體 」は 主 人 公 の 「私 」の親友のSの直面する問題を巡っ 
て構成されたものである。
あ る 午 後 「私 」はS と 帝 国 ホ テ ル で 上 演 中 の 「桜 の 園 」を観にいくため 
に、東 京 の 街 を 歩 い て い た 。冷 た い 風 の 中 を 歩 い て い る 二 人 は 殆 ど 言 葉  
を交わさないが、二人は同じことを考えている。それはSの 「首 と 體 」が引 
き 裂 か れ そ う に な る こ と で あ る 。Sの 「首 と 體 」という悩みの発端は故郷 
から度々来た手紙であった。
事 實 私 共 は 近 _日 中 に 別 れ ね ば な ら ぬ と 私 は 思 っ て 居 る が 彼 は 別 れ た く な  
い と 考 へ て 居 る の だ 、 首 と 體 の 相 反 し た 對 立 で あ る 、 何 故 な ら 彼 は 東 京  
に 居 た い と 顋 ひ 、 彼 の 家 で は 彼 の 體 を 要 求 し て 居 る か ら だ 。 「歸鄉せ 
よ」 と は 屢 々 彼 の 家 か ら 手 紙 で 要 求 し て 居 る 。 そ の 原 因 は と 言 へ ば 重 大  
な る 結 婿 （マ マ ）問 題 で あ る 。 そ れ で 彼 は 東 京 に 居 た い と 考 へ て 居 る 。 （18)
「東 京 に 居 た い 」彼 に 対 し て 、家 族 の 「歸郷せよ」という要求はまさに彼 
の 精 神 一 一 「首 」と「體 」を引き裂こうとしている。「私」は偕行社前の獅子 
の首と日比谷で見た羊の首を見て、Sの首と体の悩みについて矛盾を感じ 
た。
平 和 な 羊 と 強 猛 な 獅 子 の 首 は 妙 な 對 象 を な し て 来 た 、 錯 然 と し た 氣 持 で  
妙 な 所 に 根 據 點 を 得 や う と 思 ひ 、 解 釋 の 出 發 點 を 得 や う と す る こ と は 數  
々 あ る こ と だ が 實 に こ の 時 の 氣 持 は 之 で あ つ た 、 羊 と 獅 子 の 對 象 か ら 何  
か し ら 解 釋 點 を 與 へ や う と 思 つ た 。 （18)
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「私 」は 対 立 し て い る 両 者 を 引 き 合 わ せ よ う と 努 力 し た 。しかし、結局 
「そ の 解 釋 が ど ん な で あ つ て も 自 己 満 足 と こ ぢ つ け 性 が 妙 に 浮 き 立 つ て  
來てそれを決めたがるものであるから」（19)に過ぎなかった。
食 事 す る た め に 入 っ た 店 の 中 で 、テ ー ブ ル の 上 に あ る 鈴 を 見 て 、「私 」 
は 再 び 獅 子 の 首 と 羊 の 首 の こ と を 思 い 出 す 。獅子の頭を持っている羊の 
体 と 獅 子 の 体 に 羊 の 頭 を く っ つ け た 二 匹 の 怪 獣 が 「私 」の脳から離れよう 
とはしなくて、加速度的に走ってきて、烈 し く 衝 突してきた。猛烈な衝突 
に 堪 え ら れ な い 「私 」が 目 を つ ぶ る と 、エジプトのスフィンクスが現れて 
くる。
私 は ス フ イ ン ク ス を 考 へ た 、 何 故 ス フ イ ン ク ス が あ つ た の だ ら う と 、 ス 
フ イ ン ク ス は か っ て 或 る 王 に 依 っ て 謎 を か け ら れ て 居 る 、 す る と 二 匹 の  
動 物 が 一 匹 に な っ て 何 と も 分 ら な い 胴 體 が 兩 端 に 獅 子 と 羊 の 頭 を っ け て  
居 る 、-------こ れ が 人 間 と い ふ も の だ ら う か 0 (2〇)
自分の意志と家族の望みが対立していることを意識している主人公は 
頑 張 っ て そ の 対 立 の 関 係 を 合 理 的 に 解 釈 し よ う と し た 。しかし、どう解 
択 し て も こ じ つ け に し か な ら な い 。結 局 、人 間 （留 学 生 ）はこのような首 
と 体 が 引 き 裂 か れ る 状 況 に 陥 り 、新社会と旧社会の価値観の中で綱引き 
をしなければならない宿命ではないかという結論が出される。
「首 と 體 」以外に、「山茶花」も留学生を主人公にした作品である。「山茶 
花 」は台湾の婚姻問題を批判する作品である。主人公の龍雄は恋人に約束 
を す っ ぼ か さ れ た 日 に 偶 然 幼 馴 染 の 秀 英 と 再 会 し た 。何回も会っている 
うちに龍雄と秀英の間に、愛が芽 生 え た 。だが、二人の間には同姓の結婚 
を 許 さ な い台湾社会の旧習俗が横たわっている。「山茶花」は 「首 と 體 」の 
よ う に 留 学 生 小 説 と し て の 色 彩 が は っ き り 見 ら れ な い 。しかし、巫永福 
の筆の下の留学生は常に旧社会のしきたりと戦う運命を背負っているこ 
とがわかる。そして、東京にさえいれば、暫く嫌なことから逃げられると 
い う 設 定 か ら 見 れ ば 、巫 永 福 は 東 京 と 台 湾 に 格 差 を つ け た 。新しい教育 
を受けてきた留学生の価値観と旧社会のしきたりに縛られる台湾人の価
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値 観 が 、現代化の代表地一一東京でぶつかる。
もし、楊 雲 萍 の 作 品 が 2 0 年 代 の 留 学 生 の 心 理 を 代 弁 し た も の と す れ
ば、巫 永 福 の 『首 と 體 』は3 0 年 代 の 留 学 生 の 心 理 を 代 弁 し た も の で あ ろ  
う。楊 雲 萍 は 日 本 と 台 湾 が 対 等 の 立 場 で あ る と 認 識 し て い る が 、巫永福 
は そ う で は な い 。巫永福の描いた留学生 は 現 代 の 教 育 に 対 し て は 何 の 抵  
抗 も 感 じ て い な い 。それだけではなく、異郷にいる郷愁さえ見られない。 
こ の 傾 向 は 同 じ 時 期 に 留 学 し て い る 張 文 環 の 作 品 で も 見 ら れ る 。同じ近 
代 化 さ れ た 東 京 を 見 て 、なぜ楊雲萍と巫永福とにはこのような違いが出 
る の で あ ろ う 。陳 建 忠 氏 が 「台 灣 留 學 生 小 説 中 的 留 學 生 菁 英 ，適足以因其 
與 『内地』同 步 的 『現 代 化 』視 角 ，而益顯台灣 知 識 份 子 在 文 化 認 同 及 身 分 認  
同上的轉變軌跡。」(21)と説明した。
第 二 節 張 文 環 一 一 理 想 と 現 実 の ギ ャ ッ プ
1 9 0 9 年 、張 文 環 は嘉義県梅山で張察の長男として生まれた。公学校を 
卒業して、1927年日本に渡り、岡山中学に入学した。1931年巢洋大学文 
学 部 に 入 学 し た と 見 な さ れ て い る 。張 文 環 はどんな形で東洋大学に入学 
したか、未 だ に は っ き り し な い 。最 も 新 し い 張 文 環 の 年 譜 は 『張文環全 
集 』第 八 巻 に 収 録 さ れ た 「張文環生平写作年表」である。そこでは東洋大学 
文 学 部 、或は予科に入学したと記されている。入学の形はともかく 1931 
年 か ら 1937年まで張文環が東京に滞在したことが確かである。
長 男 と し て 生 ま れ た 張 文 環 は プ レ ッ シ ャ ー を 背 負 っ て い た の で あ ろ  
う。彼 の 作 品 を ほ か の 留 学 生 た ち の 作 品 と 比 べ る と 、明らかに失意の留 
学 生 に ほ か な ら な い 。長 男 と し て の 責 任 、留学生の プ ラ イ ド が 彼 を 苦 し  
め た 。文 学 系 の 彼 は 当 時 に 前 途 が あ る と さ れ た 医 者 で も な け れ ば 、弁護 
土 で も な か っ た た め 、故 郷 に 錦 を 飾 る よ う な こ と が で き な か っ た 。家族 
の 期 待 に 答 え ら れ な い 上 、帰郷後の就職への不安が波のように彼に襲い 
かかってきた。「父の要求」の陳有義、「地方生活」の澤、「土の匂ひ」の呉清 
輝らの帰郷はまさにこのことである。
張 文 環 の 作 品 の 中 で 始 め て 留 学 生 が 登 場 し た の は 、『フォルモサ』創刊 
号 に 発 表 さ れ た 処 女 作 の 「落 蕾 」である。「落蕾」は農業青年の義山の恋人 
の 秀 英 が 家 族 に 勧 め ら れ た 縁 談 を 受 け る た め に 、義 山 に 別 れ を 告 げ た 。
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シ ョ ッ ク を 受 け た 義 山 が 留 学 生 で あ る 友 人 の 明 仲 の 力 を 借 り て 、前から 
願 っ て い る 留 学 を 実 行 す る 。作 品 の 中 で は 義 山 の 友 人 の 明 仲 に つ い て 、 
没 落 し て い く 資 本 階 級 の 家 の 出 身 で 、帰郷をせざる得ないときに自殺を 
考えたと書かれた。
「落 蕾 」についで、1 93 5 ( 昭 和 1 0 )年 1 月 『中央公論』の懸賞小説の選外 
佳 作 に 選 ば れ た 「父 の 顔 」を改作 し た と さ れ た 「父 の 要 求 」では、張文環の 
影 と し て 、留 学 生 の 主 人 公 陳 有 義 が 登 場 す る 。「父 の 要 求 」は1 9 3 5 年 9 月 
に『台 湾 文 芸 』の第二巻第10号で発表された。自伝色彩が濃いこの作品の 
時代設定は最後の帰郷後の時間を入れずに1 9 3 2 (昭和7 )年の年末から 
1 9 3 4 (昭 和 9 ) 年までの二年間弱の間である。卒業を控えている陳有義は 
自 分 の 将 来 に 不 安 を 感 じ て い る 。高 文 試 験に落ちた彼は本郷の下宿を離 
れ 、中 野 の 沼 袋 に 引 っ 越 し た 。次 第 に 彼 は 下 宿 先 の 娘 一 一 賀 津 子 に 好 意  
を 抱 く よ う に な っ た 。恋 の 力 で 彼 は 初 め て 悩 み を 忘 れ る こ と が で き た 。 
だ が 、こ れ も 束 の 間 の こ と だ 。同 郷 の 後 輩 と 再 会 し た こ と を き っ か け に  
陳 有 義 は 社 会 主 義 の 道 を 歩 み 始 め る 。社 会 主 義 運 動 で 突っ張っていた彼 
は 牢 屋 で 自 分 の 生 き 方 に つ い て 見 直 す 機 会 を 得 た 。そして見直すことに 
よ っ て 、彼は下宿 の お ば さ ん の 親 切 に よ っ て 人 の 温 か さ を 感 じ る よ う に  
なる。同じ部屋にいる泥棒の姿を見て、その男の生き様を考える。
こ の 人 は 生 き る た め に 命 が け で 屋 根 か ら 屋 根 を 傳 は な け れ ば な ら な い 。 
阿 義 は そ の 姿 を 考 へ て 見 る と 、 ど う し て も こ の 人 が あ 、云 ふ 姿を出せる 
や う な 男 に は 見 え な い 。 し か し 自 分 よ り も 逞 ま し い 腕 力 と 食 慾 を 持 っ て  
ゐ る こ と は 疑 ふ こ と が で き な か っ た 。 さ う す れ ば こ の 男 の 生 き ん た め の
努 力 、 そ し て 自 分 、 と 彼 は こ れ に 善 悪 を っ け な け れ ば な ら ぬ の だ 。 -------
と 思 ふ と 彼 は に は か に 先 を 考 へ る の が 臆 （マ マ ）劫 に な り 、 良心のために 
屋 根 か ら 屋 根 を 傳 ふ こ と が で き な か っ た ら 、 人 間 と し て の 生 甲 斐 、 或は 
こ の 男 よ り も 下 等 な 人 間 に な る の か も 知 れ な い 。 こ の 人 は い や し む べ き  
人 か 、 い や し む べ き 人 は 生 の 意 識 を 失 っ て る 人 間 だ 。 希 望 の な い 人 の 生  
活 だ 。 こ の 人 達 は 救 は れ る 。 （22)
後輩林君の転向を知ったときの鋭い感情と牢屋で泥棒をみたときの寛
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容な態度を比べれば、心境が変化していくことがわかる。
現実と理想のギャップで苦しむ陳有義が両親の「汝 若 有 念 父 子 之 情 、千
萬先 解 決 汝 父 母 之 苦 、然后再決汝之主張可也。」(23)という願いに従って帰 
郷 す る 。帰 郷 後 の 陳 有 義 の 生 活 は や は り 彼 の 心 配 通 り の 失 業 か ら 始 ま
る0
僕 の 生 活 は 毎 日 書 物 を 讀 む 以 外 に 何 も す る 事 が な い 。 最 初 は 毎 日 父 や 母  
に 世 間 話 を 聞 か せ た り 、 或 は こ れ か ら 先 の 自 分 の 身 の 振 り 万 を き か せ た  
り し て 出 来 る だ け 安 心 さ せ る や う な こ と ば か り 竝 べ た て 、ゐ た が 、 此頃 
は 父 や 母 も 幾 ら か わ か っ て き た と 見 え て 溜 息 を っ い た り 咳 や い た り し な  
い や う に な っ た 。 し か し 今 度 困 っ て し ま っ た の は 僕 で す よ 。 僕 で す よ 。 
毎 日 手 持 無 沙 汰 ば か り し て ゐ る や う な 氣 持 で す 。 （24)
こ の よ う な 苛 立 ち は 「地 方 生 活 」、「土 の 匂 ひ 」で も 見 ら れ る 。「地方生 
活 」の主人公澤は東京から故郷に戻り、今の自分の置かれている状況を考 
える0
都 會 を 切 り 離 し て 、 澤 は 生 活 で き る だ ら う か 、 彼 は 都 会 に 勤 め て 田 舎 に  
故 郷 を 持 っ て ゐ る 誇 ら し さ ば か り 思 っ て ゐ た が 、 故 郷 に ゐ て 都 會 に 職 を  
持 た な い 悲 し さ を 考 へ て み た こ と が な か っ た 。 し か し 大 學 を 出 て 、 あく 
せ 〈と 職 を 求 め て ゐ た が 、 揚 句 の 果 て は 行 李 に 書 物 を 詰 め 込 ん で 故 郷 に  
か へ っ て き た 。 そ し て 故 鄉 の 人 は 王 主 定 の 息 子 書 物 を 積 ん で 故 鄉 に 歸 へ  
る と 云 っ た 顔 以 外 に 、 何 も 澤 に 示 さ な か っ た 。 （25)
息子の悩んでいる姿を見た父親が「一 年 や 二 年 遊 ん た （ママ）つて、わし 
に は 理 解 出 来 る 。男 と 云 ふ も の は 待 機 の 姿 勢 と 云 ふ も の が あ り 、また進 
退と云ふ言葉もある。」と息子を慰める。
「土 の 匂 ひ 」の 主 人 公 清 輝 は 失 業 の 不 安 を 抱 え て 十 年 近 く 東 京 に い た 。 
急 に 故 郷 か ら 帰 郷 せ よ と い う 電 報 を 受 け と っ た と き 、彼は自分の置かれ 
ている状況を改めて考えずにいられない。
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家 事 上 の こ と で ぜ ひ 歸 鄉 せ よ と い ふ 電 報 を う け と っ た と き 、 彼 は 絶 對 絶  
命 の 思 ひ で 、 改 め て 己 の 姿 を 省 み な い で は ゐ ら れ な か っ た 。 そ し て 、 彼 
は 始 め て 己 の 惨 め な 姿 を 見 出 し た の だ っ た 0 と い ふ の は 、 人は敗けたと 
意 識 し た と き に 、 始 め て 自 分 の 惨 め さ を 自 覺 す る も の で あ る 。 （中 略 ）留 
學 生 の 歸 鄉 と い ふ こ と は 、 っ ま り は そ の 人 の 留 學 中 に 於 け る 成 果 の 總 決  
算 を 否 應 な し に 強 ひ ら れ る こ と だ か ら で あ る 。 人 は 故 郷 に 錦 を 飾 っ て 歸  
る と い ふ が 、 己 は 一 體 何 を も っ て 錦 と す る か と 考 え る と 、 清輝 に は 堪 え  
得 ら れ な か っ た 。 醫 學 博 士 か 、 そ こ ま で ゆ か ず と も せ め て 醫 者 か 、 それ 
と も 辯 護 士 か 、 成 金 か 、 そ の ど ち ら で も な い 。 た だ 卒 業 證 書 を 持 っ て 歸  
る だ け に す ぎ な い 。 （26)
清 輝 の 惨 め さ は 故 郷 に 錦 を 飾 れ な い こ と で あ る 。清輝は留学生の帰郷 
を 留 学 の 成 果 の 総 決 算 だ と 考 え て い る 。「父の要求」の将来に対する不安 
から、「地方 生 活 」の待機の姿勢、「土の匂ひ」の総決算まで、残酷な現実は 
い つ ま で も 留 学 生 を 襲 う 。留 学 生 としてのプライドが世間体に敏感に反 
応 し 、今 ま で 頑 張 っ て 勉 強 し て き た も の が 生 活 の 足 し に な ら な い こ と を  
い さ さ か の 後 悔 を 混 じ え た よ う に 見 え る 。張文環の留学生の帰郷を語る 
一 連 の 作 品 を 見 て 、張文 環 が 文 芸 の 道 に 入 っ た こ と を 後 悔 し て い る の で  
はないかと思わざるを得なかった。
第 三 節 陳 垂 映 — 『暖流寒流』の中の留学生 
陳 垂 映 、1 91 6 年 生 1 月1 日に台中豊原市に生まれる。本 名 は 陳 瑞 栄 、戸
籍 名 は 陳 栄 で あ る 。19 3 3 年4 月 に 早 稲 田 大 学 第 二 高 等 学 院 文 科 に 入 学  
し、3 5年 3 月卒業。3 6 年から3 9 年まで早稲田大学専門部政治経済科に学 
び 、4 0 年 台 湾 に 戻 る 。1936 ( 昭 和 1 1 )年台湾文芸連盟によって出版され 
た 彼 の 長 篇 小 説 『暖流寒流』は台湾文学史上、日本語で書かれた二冊目の 
単行本である。
『暖 流 寒 流 』以外に、陳垂映の小説作品について、現 在 見 ら れ る の は 、短 
篇 の 「哀 春 譜 」、「麗秋の結婚」、「失踪」、中 篇 の 「鳳 凰 花 」の四篇である。そ 
の う ち の 「屬 秋 の 結 婚 」を除いて、各 作 品 で は 留 学 生 を 主 人 公 に し た り 、 
留 学 の 問 題 を 扱 っ た り し た 。陳 垂 映 は 早 熟 な 作 家 で あ る 一 方 、文学者と
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し て は 短 命 で 、193 3 年 1 7 歳 の と き に 処 女 作 を 発 表 し て か ら 1 9 4 2 年ま 
で 、十年足らずの作家生命である。1935 (昭 和 1 0 )年 5 月 『台 湾 文 芸 』第二 
卷 第 5 号 に 「哀 春 譜 」が発表されたとき、わ ず か19歳 で あ っ た 。恋 愛 •婚 姻  
の問題は陳垂映の作品に欠かせないテーマである。
『暖流寒流』は 1935年に早稲田第二高等学院文科を卒業したあと、早稲 
田 大 学 専 門 部 の 受 験 準 備 の た め に 帰 国 し た 間 に 、書 か れ た も の で あ る 。 
早稲田第二高等学院文科に入学した陳垂映が暮らしに困っている作家た 
ち の 姿 を 見 て 、い ろ い ろ 考 え た 結 果 、生 計 を 立 て る た め に 文 科 か ら 経 済  
科 に か わ る こ と に 決 め た 。（27)父 親 の 反 対 を 押 し 切 り 、台湾を救う使命感 
を 持 っ て 経 済 科 に 入 る 主 人 公 の 俊 暁 が 、陳 垂 映 の 理 想 の 留 学 生 像 で あ  
る。生計を立てるために、経済科に転ずることにした陳垂映は、自らの希 
望で経済学に進む主人公にたびたび理想の溢れる言葉を感情を高ぶらせ 
て し や ベ ら せ た 。そ れ ら の 言 葉 は 台 湾 留 学 生 に 対 す る 期 待 で あ り 、また 
これから経済学の方向に進む自分の目標でもあろう。
『暖 流 寒 流 』は四人の内地留学 生 を め ぐ る 話 で あ る 。主人公はある地主 
家庭の長男、K 大学予科に留学する俊暁である。舞台は台湾のある農村と 
東 京 で あ る 。作 品 の 中 で 留 学 生 は 二 つ の タ イ プ に 分 け ら れ て い る 。一つ 
は 台 湾 の 将 来 の た め に 、青雲の志を抱いて真面目に勉強する主人公の俊 
暁 と 親 友 の 明 秀 の よ う な 留 学 生 で 、もう一つは秋祥のような裏口入学で 
医学専門学校に入り、遊び三昧の留学生活を送る留学生である。
俊 暁 と 秋 祥 は 同 じ 学 問 を 商 品 だ と 考 え る 親 を 持 つ が 、二人の価値観は 
まったく違う。俊暁は台湾の人々の教育観の盲点を見抜き、父親の望んだ 
医科、法 科 の どちらでもなく、商人になる。俊暁の考え方は中学から卒業 
し た ば か り の 青 年 の 考 え に し て は 少 々 強 引 な と こ ろ が あ る け れ ど も 、作 
者の理想をうかがうことができる。
好 き で も な い 方 面 に 、 自 分 は 己 れ を 殺 し て 進 む 氣 に は な れ な い し 、，（中 
略 ）自 分 は 世 簡 體 な ん か ど う で も い ゝ 。 自 分 の 為 に 、 自 分 の 行 く 道 を 自  
ら 選 ぶ べ き で あ る 。 （中 略 ）小 賣 商 人 の 様 な 惨 め な 商 人 に は な り た く な  
い。 も っ と 大 き い 仕 事 、 充 分 に 自 分 の 才 能 を 仲 ば し 得 る 仕 事 、 そして五 
百 萬 島 民 に 幾 何 か の 利 益 の あ る 仕 事 、 自 分 は そ ん な 仕 事 が し て 見 た い 。
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そ の 一 方 、秋祥は 父 親 の 希 望 で 、医専の入試を受けるために、上京せね 
ばならなくなった。しかし、モダンボーイである秋祥は都会としての東京 
しか頭に入らない。
「東 京 っ て ぃ ゝ 處 だ よ 。 映 画 も 封 切 の 奴 が 見 ら れ る し 、 少 女 歌 劇 も た ん  
と 見 ら れ る よ 。 そ れ に 、 遊 ぶ 處 が ぃ く ら で も あ る ん だ よ 。 一 度 位 柬 京 に  
行 っ て 來 な ぃ と 、 新 し ぃ 女 性 な ん て 言 へ な ぃ ね 。 」 <29)
上 京 し た 秋 祥 は 思 う ま ま 遊 び ま わ り 、裏 口 入 学 で 医 専 に 入 る 。そして 
恋人に問い詰められて次のような言い訳をする。
「そ れ は 、 碧 茹 さ ん の 言 ふ 様 に 、 堂 々 と 實 力 で 入 學 す る に 越 し た 事 は な  
ぃ よ 。 だ が 僕 が あ ん な 真 似 を し た 日 に や 、 百 年 經 っ て も う か り っ こ な ぃ  
よ、 あ ん な の は 貧 乏 人 の 兒 の や る 事 さ 。 苦 心 し て 入 學 す る に 比 べ れ や 、 
三 千 園 は 安 す ぎ る 位 だ 。 目 的 に 達 す る 為 に 、 僕 は 手 段 を 選 ば な ぃ よ 。 結 
局 結 果 に 於 て は 同 じ さ 。 （中 略 ）こ の 方 が 受 驗 準 備 よ り も ず っ と 樂 で 確 實  
性 も あ る か ら ね 〇 こ れ で 卒 業 し て 一 人 前 の 藪 に で も な れ や 、 三千園なん 
て 他 所 の 人 が 出 し て 呉 れ た も 同 様 だ 。 」 （3Q)
秋 祥 は ど ん な 手 段 で も か ま わ な い 、医 専 を 卒 業 し て 医 者 に な れ れ ば 、 
元は取り戻せるという都合のいい算盤をはじいたわけである。
登場する留学生の中で唯ーブルジョア階級出身ではない明秀が中学卒 
業 と い う こ と は 、進 学 不 可 能 と 幼 い と き か ら 買 わ れ て き た 「息婦仔」と結 
婚 さ せ ら れ る と い う 二 つ の 現 実 に 直 面 す る こ と に 'な る 。俊暁の援助で両 
親 に 黙 っ て 上 京 し た 明 秀 が 夜 の 銀 座 を み て 、都 会 に 愛 想 を 尽 か し た 。東 
京 で 自 分 の 求 め て い る 美 を 発 見 で き な か っ た 彼 は 街 に 出 な く な り 、自分 
の 下 宿 か ら 学 校 ま で の 東 京 の 様 子 し か 知 ら な か っ た 。当 時 、明秀のよう 
な勉強しかしないタイプの留学生を作品で扱うものは少ない。
恋人の秋祥に勧められて碧茹は両親に黙って一人で秋祥のいる東京へ
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飛 び 出 し 、女 子 医 専 に 入 る 。小 説 の 中 で 碧 茹 以 外 に も 玉 雲 と い う 碧 茹 と  
同 じ 医 専 の 先 輩 が 登 場 す る 。玉 雲 も 失 恋 と 自 殺 未 遂 を 経 て 、医学に専念 
す る よ う に な っ た 。第 一 章 の 台 湾 留 日 学 生 数 の 推 移 表 （表 2 ) の留学生の 
合 計 数 字 を 見 て い く と 、女子留学生数の増加がわかる。1 9 2 3 年度では女 
性 の 人 数 が わ ず か 2 8 人、全 留 学 生 人 数 の 30 分 の 1で あ る が 、『暖流 寒 流 』 
が発表され た 年 の1936年では2 4 2 人に増え、全留学生数の十分の一まで 
成 長 し た 。在 籍 人 数 が 一 番 多 い 学 校 も1923年の女学 校 か ら 、専門学校に 
変 わ っ た 。陳 垂 映 の 作 品 で は よ く 自 殺 を 取 上 げ る 。このように主人公が 
自 殺 未 遂 し た こ と で 、新 し い 人 生 （= 正 し い 人 生 ）を歩むようになるのは 
若き作者の一種のロマンであろう。
『暖 流 寒 流 』の 中 の 留 学 生 は 台 湾 留 日 学 生 の 実 情 を 反 映 し た も の で あ  
る。堕 落 し た 留 学 生 を 描 き 、大 い に 批 判 す る こ と は 陳 垂 映 の 作 品 の 重 要  
な課題の一つである。
島 か ら の 留 學 生 は 實 に 夥 し い 數 に 上 っ て 居 る 。 け れ ど も 彼 等 の 内 で 、 真 
劍 に 勉 學 を し よ う と す る 殊 勝 な 心 掛 け の あ る 者 は 、 果 し て 幾 人 居 る だ ら  
うか。 （中 略 ）留 學 生 違 は 、 何 も し な い で 暮 し て 居 る 者 は 殆 ど 居 な い 。 皆 
一 藝 一 能 に 秀 で た 人 達 で あ る 。 勉 強 す る か 、 然 ら ず ん ば 遊 ん で 暮 ら す  
か。 （中 略 ）留 學 か ？流 學 か ？彼 等 が 次 の 時 代 の 島 を 背 負 っ て 立 っ の か と 思  
へ ば 、 島 の 前 途 も 寒 心 に 堪 え な い 。 こ ん な の が 留 學 生 の 八 〇 パ ー セ ン ト  
を 占 め て 居 る 。 親 の 脛 は 甘 い 〇 だ が 嚙 ぢ ら れ る 方 に し て 見 れ ば 辛 い も の  
だ 〇 (31)
『暖 流 寒 流 』より一足早く 1936 ( 昭 和 1 1 )年4 月 に 『台 湾 新 文 学 』第一巻 
第 3 号 に 発 表 さ れ た 「失 踪 」の 中 で も 、喜 泉 と い う 秋 祥 に 似 た 留 学 生 が 登  
場 す る 。さ ら に 1 9 4 0 (昭 和 1 4 )年 、『台 湾 新 民 報 』に連載された中篇小説 
「鳳 凰 花 」で も 李 石 雲 と い う 女 癖 が 悪 い 画 家 が い る 。葉山の貸し別荘で孤 
独に死を迎えようとする李石雲についてこう書かれている。
彼 の 三 十 八 年 の 生 涯 は 繪 と 酒 と 女 の 歴 史 で あ つ た 。 彼 か ら 繪 を 描 く 才 能  
を 除 け ば 、 彼 は 全 く の や く ざ な 男 で し か な か っ た 。 彼 は 余 り に 、 自分の
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才 能 と 美 貌 と 肉 体 を 驅 使 し 過 ぎ た 。 併 し 彼 の 愛 し た 多 〈の女又彼を愛し 
た 多 く の 女 も 今 死 を 待 っ 彼 の 枕 頭 に は 唯 の 一 人 も 待 っ て ゐ な い 〇  (32)
「失 踪 」や 『暖 流 寒 流 』で は 、堕 落 し た 留 学 生 を 批 判 し た も の の 、その報 
い に つ い て 言 及 し な か っ た 。そ れ か ら 、4 年 後 の 「鳳 凰 花 」によって、作者 
は李石雲の境遇を通して、正義を果たしたとも読める。
『暖 流 寒 流 』の題名については、『陳垂映集』第二巻に収録された趙天儀 
の 「陳 垂 映 生 平 小 伝 」で は 陳 垂 映 に イ ン タ ビ ュ ー し た と こ ろ 、寒流は異民 
族 （日本）の統治のことを指し、暖 流 は 被 統 治 者 （台湾）の新しい希望であ 
ることを指している。（33)そして暖流というのはまさに俊暁のような台湾 
青年を指している。
第 四 節 王 昶 雄 一 一 皇 民 化 運 動 下 の 留 学 生  
王 昶 雄 、19 15年2 月生まれ。本 名 は 王 栄 生 、台 北 淡 水 出 身 、2 0 0 0 年の
元 旦 、胃癌で亡くなった。1928年 、淡水公学校を卒業し、台湾商工学校に 
入 学 。1 9 3 2 年台湾商工学校を卒業。1933年日本に渡り、郁文館中学に入 
学。（34)1 9 3 5 年日本大学の予科文科に入学。1937年 、予科を卒業し、同大 
学の文学部に進学したが、将来の生計を立てることを考え、38年、同大学 
の専門部歯学科に再入学した。42 年 、卒業とともに台湾に戻り、淡水で歯 
科 診 療 所 を 営 ん だ 。第 二 次 世 界 大 戦 後 、言 葉 の 壁 で し ば ら く 創 作 が な か  
ったが、5 0 年代後半から再び創作しはじめ、中では随筆の数が一番多い。 
現在に見られる小説は、『王昶雄全集』に収録されている中篇の「淡水河の 
漣 」、「梨 園 の 秋」、「奔流」、「鏡 」と短篇の「出戻り娘」の五つの作品だけで 
ある。
「奔 流 」は 張 文 環 の 奔 走 に よ っ て 1 9 4 3 (昭 和 1 8 )年 7 月、『台湾文学』第 
三 卷 第 2 号 に 掲 載することができた。太 平 洋 戦 争中のことであって、不当 
と さ れ た と こ ろ が 当 局 に 直 さ れ た り 、日本を謳う文章を入れられたりも 
した。（35)主 人 公 の 「私 」が 父 親 の 診 察 所 を 継 ぐ た め に 帰 台 す る 。内地の生 
活 が 懐 か し く 、地 味 な 開 業 医 に 退 屈 し て い て 、再 び 上 京 し よ う と 思 っ た  
が、母 親 の こ と を 考 え るとどうしても決心がつかない。そ の と き 、伊東と 
いう中学校の先生に出会う。伊東は 台 湾 人 で あ る が 、日本人妻を持ち、義
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母 と 同 居 し て い て 、生 活 習 慣 は 完 全 に 日 本 式 で あ っ て 、日本語しか使お 
うとしない。その伊東の生き方を見て、「私」の心境が変わっていく。「私」 
は最初のとき、伊 東 の 徹 底 的 な 日 本 化 （皇民化運動）に感心した。だが、日 
本 人 に な り き る た め に 実 の 父 母 を 捨 て 、その罪滅ぼしで苦労して白髪だ 
らけの伊東を見て、矛盾を感じた彼は「それでい、のだ、それでい、のだ」 
(36)と自分に言い聞かせるしかなかった。
作 品 は 主 人 公 の 「私 」が東京を離れたときの気持ちを語るところから始 
まる。
私 は 十 年 間 住 み 馴 れ た 柬 京 を 後 に し た の は 、 三 年 前 の 春 で あ っ た 。 今で 
も 目 を 閉 ぢ る と 、 當 夜 の こ と が ま ざ ま ざ と 思 ひ 浮 か べ ら れ る 。 九時發の 
長 蛇 の や う な 下 關 行 夜 行 列 車 が 東 京 驛 頭 を 離 れ て 、 有 樂 町 、 新 橋 、 品 
川 、 大 森 と い ふ 風 に 、 巷 々 の 灯 が 次 々 に 見 え な く な っ て 行 っ た 時 、 さす 
が に 熱 い も の が 胸 に こ み 上 げ て 來 る の を ど う す る こ と も 出 来 な か つ た 。 
離 情 の い た ま し さ と 云 ふ よ り は 、 自 分 は 一 旦 鄉 里 へ 歸 っ た ら 、 又いっの 
日 に 再 び こ の 帝 都 の 地 が 踏 め る こ と や ら が 、 私 に は 堪 え ら れ な 〈淋しか 
つ た 。 （37)
父 親 の 急 死 に よ っ て 、帰 郷 せ ざ る を え な い 「私」にとっては、「又いつの 
日 に 再 び こ の 帝 都 の 地 が 踏 め る こ と 」、「父 の 後 を 繼 い で 、一生を田舎醫 
者 と し て 埋 も れ る 」のは、耐 え 難 い も の で あ る 。張 文 環 と 違 っ て 、医学の 
道 に 進 ん だ 王 昶 雄 が 生 活 の 保 障 が で き 、作品で将来に対する不安が見ら 
れ な い 。留学地から離れたくない留学生の気持ちは3 0 年代の作品でよく 
見 ら れ る 。こ の 傾 向についての原因は現代化の代表— 東京に惹かれた 
ことと、封 建 社 会 で あ る 台 湾 か ら 逃 げ た い 気 持 ち で あ ろ う 。しかし、「奔 
流」となると「内地化」（日本化）に変わってきた。
十 年 間 に 亙 る 私 の 内 地 生 活 は 、 決 し て 樂 し い 思 ひ 出 ば か 0 ではなかった 
が、 私 は ほ ん と う の 日 本 美 を 見 出 し 、 藁 に 包 ま れ た や う な 温 い 人 間 味 に  
觸 れ 、 憧 れ 以 上 に も っ と も っ と 高 い 理 想 に 接 し た や う な 精 神 を 根 抵 （マ 
マ ）か ら 揺 り 動 か し て く れ る 事 柄 を 體 驗 し た の は 、 そ の 間 に 於 て で あ つ
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「奔 流 」の 書 か れ た 時 期 は 「皇 民 化 運 動 」の最 中 に あ る の で 、そのまま真 
に 受 け る の は 誤 解 が 生 ず る 可 能 性 が あ る 。しかし、当時の一つの現象と 
し て 受 け 止 め れ ば 、そ の 「内 地 化 」の 過 程 が わ か っ て く る 。「内 地 化 」は 、 
「皇 民 化 運 動 」の 推 進 の 「成 果 」の一つであり、留学生が日本を含めて近代 
の 学 問 か ら 、純 日 本 的 な も の に 移 っ た 。30 年代前半の日本を通して近代 
の 学 問 を 学 ぶ に 対 し て 、「奔 流 」は 日 本 そ の も の を 学 ぶ こ と 、内地化して 
いくことに変わった。
自 分 は 南 方 生 れ の 一 日 本 人 と し て 甘 ん ず る こ と が 出 来 ず 、 純 然 た る 内 地  
人 に な 0 す ま さ ね ば 氣 が 濟 ま な か っ た 。 進 ん で 内 地 化 し よ う と 努 め る の  
で は な し に 、 無 意 識 の う ち に 内 地 人 の 血 が 自 分 の 血 管 に 乗 り 移 0 、 それ 
が ぃ っ の 間 に か 静 か に 流 れ て ゐ る と ぃ っ た や う な 氣 持 で あ っ た 。 （38)
勿 論 、こ の よ う な 「内地化」は 不 平 等 な 立 場 を 意 味 す る 。被支配者とし 
て の 劣 等 感 が 消 え る こ と が な い 。主 人 公 の 「私 」は 日 本 に い た と き 、故郷 
を訊ねられると、四国か九州と答えてごまかす。また、日本名の仮名さえ 
つ く っ て 内 地 人 に な り す ま そ う と し た 。訛りがひどい友人と一緒に出掛 
け る と き に 台 湾 人 で あ る こ と が 感 づ か れ る の を 恐 れ て い た 。そしてその 
い つ か 気 付 か れ る の で は な い か と い う 不 安 の 中 で 、十年間絶えずに神経 
を尖らせていたのである。
「御 郷 里 は ど ち ら で す か 。 」 と 訊 か れ た 時 に 、 ぃ か な る 心 理 の 作 用 で あ  
らうか。 大 て ぃ は 四 国 か 九 州 と 答 へ た 。 な ぜ 私 は 言 下 に 「臺 灣 で す 」 と 
答 へ る の を 憚 っ た の で あ ら う 。 だ か ら 私 は ぃ っ も 木 村 文 六 と ぃ ふ 假 り 名  
を 振 り 翳 し て 行 動 せ ね ば な ら な か っ た 。 （中 略 ）だ か ら 鄉 土 訛 り 丸 出 し の  
友 人 と '-緒 に な つ て ゐ る 時 は 、 臺 灣 人 だ と 感 づ か れ は せ ぬ か と 、 私はひ 
や ひ や せ ね ば な ら な か っ た 。 （中 略 ）私 は か う し て 十 年 の 間 、 絶 え ず 神 經  
を 尖 ら し て 居 た の で あ つ た 。 （39)
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「鏡 」の 主 人 公 洪 秋 文 も 「内地化」によって、自信を得る。洪秋文は哲子 
という台 湾 生 ま れ の 日 本 人 女 性 に 好 意 を 持 っ て い る が 、友人の気持ちを 
知 っ て い る 彼 は 友 人 に 気 兼 ね し 、ま た 台 湾 人 で あ る 自 分 に 戸 惑 い を 感  
じ、なかなか行動できなかった。
長 い 間 内 地 に 於 て 教 養 さ れ た こ の 顔 附 は 、 内 地 人 と 区 別 の っ か な い 錯 覺  
を 起 さ せ る で は な い か 。 そ し て こ の 口 許 か ら す べ り 出 る 言 葉 も 、 ちやき 
ち や き の 江 戸 辯 で あ る 。 「山 」 と 云 へ ば 、 た ち ど こ ろ に 「川 」 と迸り得 
る。 ま た 能 や 歌 舞 伎 を も '-通 り 鑑 賞 す る し 、極 彩 色 の 類 で 飾 り た て る 寺  
廟 よ り も 、 社 の 素 木 の 御 殿 に あ ら は れ る そ の 簡 素 明 快 な 造 形 精 神 に 、 却 
っ て ひ し ひ し と 美 的 感 覺 を 打 た れ る の で あ る 。 こ れ 位 の 道 具 立 て さ へ 備  
は っ て 居 れ ば 、 哲 子 と の 結 婚 は 申 し 分 が な い で は な い か 。 い か な る 關 所  
が 前 方 に 待 ち 構 へ て 居 ら う と 、 か う し た 一 っ の 動 か し 得 な い 信 念 を も っ  
て 当 る ん だ 、 と 思った。 （4G)
洪 秋 文 は よ り 日 本 人 に 見 え 、よ り 日 本 文 化 を 身 に つ け る こ と か ら 、自 
信 を 得 る 。そ の 自 信 の も と で 、日本人である哲子と結婚する資格がある 
と自分に言い聞かせる。また、学歴に対する自負心も見られる。
東 大 出 の 法 學 士 、 お ま け に 高 文 パ ス と い ふ 金 的 を 在 學 中 に 射 止 め た 果 報  
者 が 、 数 々 の 思 ひ 出 を 内 地 に 残 し て 、 今 ま さ に 故 郷 の 地 を 踏 ま う と し て  
ゐ る 。 い ろ ん な 希 望 が 、 ま る で 雲 の や う に 湧 い て 来 る 。 （41)
台 湾 に 着 い て 、洪秋文はさっそく 一 足 早 く 帰 台 し た 哲 子 の 家 に 向 か  
う。しかし哲子が仕事で不在、洪秋文は哲子に手紙を出すことにした。待 
ち に 待 っ た 哲 子 の 返 信 は 一 生 を 仕 事 に 捧 げ 、誰とも結婚しないという内 
容である。手紙を読んだ洪秋文ががっくりする。
東 大 を 出 、 お ま け に 高 文 ま で パ ス し た 男 の も っ て ゐ た 学 問 も 、 どうやら 
一 人 の う ら 若 い 女 性 の 、 亂 麻 を 斷 っ や う な 鋭 利 な る 理 性 の 前 に は 、 気力 
が な い や う で あ る 。 （42)
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皇民化運動下の留学生のアイデンティティは致命的な打撃を受けた。 
4 0 年 代 に 入 る と 、3 0 年 代 の 日 本を通して現代を学ぶことから、日本その 
も の を 学 ぶ こ と に 移 っ た 。かつて日本を通して台湾を現代化に導くこと 
を 心 掛 け た 留 学 生 の 理 想 が 皇 民 化 運 動 の 下 で 、変わり果てていってしま 
った。「奔 流 」の 主 人 公 の 「私 」、伊 東 春 生 、「鏡」の洪秋文など、王昶雄の筆 
に な る 留 学 生 た ち は よ り 一 層 日 本 人 に 近 づ く こ と を 目 標 と し 、自分の価 
値 を 確 認 し よ う と す る 。「奔 流 」の 主 人 公 が 植 民 地 出 身 に 劣 等 感 を 感 じ 、 
四 国 や 九 州 出 身 だ と 言 い ふ ら す 。そ ん な 自 分 に 矛 盾 を 感 じ な が ら で も 、 
日 本 人 に な り き る た め に や め る こ と も な く 、日 本 を 親 鳥 に な ぞ ら え 、自 
分 が そ の 慈 愛 に 憧 れ て い る だ け に す ぎ な い と 弁 解 し た 。皇民化運動の下 
の 留 学 生 は 台 湾 人 と し て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 失 わ れ て い き 、その代わ 
り に 日 本 人 に な る こ と は ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 取 得 す る 前 提 と な っ た 。皇 
民 化 運 動 の 高 潮 期 に 書 か れ た 「奔流」、「鏡 」はこのような留学生の苦しみ 
を物語ったものである。
以 上 、留 学 体 験 の 作 品 を 通 し て 、時 代 に 流 さ れ た 留 学 生 の 心 境 変 化 が  
見 ら れ る 。彼らを悩ませる問題の数々は、台湾社会における問題を反映し 
た も の で あ っ た 。先覚者としての 彼 等 は ま ず 台 湾 の 民 衆 を 覚 醒 さ せ な け  
れ ば な ら な い 使 命 感 を 感 じ は め た 。そ の 使 命 を 果 た せ る た め に 、民族運 
動 や 政 治 運 動 に 力 を 注 い だ 。後 、社会環境の厳し く な る に つ れ 、文学での 
活 動 に 集 中 す る よ う に な っ た 。作 者 た ち は 自 分 自 身 を 含 め 、封建社会の 
因習で苦しめられた人々を語り、台湾社会に改新を促そうとした。
結語
日本 統 治 期 に 活 躍 し た 台 湾 人 作 家 の 中 で は 、日本に留学経験のある人 
は少なくな か っ た 。しかし、留学 体 験 を 作 品 に 取 り 上 げ る 者 は1 93 0 年代 
前 半 に 東 京 の 台 湾 留 学 生 に よ っ て 「台 湾 芸 術 研 究 会 」が 結 成 さ れ る ま で 、 
殆 ど い な か っ た 。初期の活動が台湾民衆の 啓 蒙 と 政 治 問 題 を 中 心 に し て  
いて、文 学 は そ れ ら の 目 的 を 達 成 す る た め の 一 つ の 手 段 に 過 ぎ な か っ た
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のである。
1 9 3 0 年代に入 る と 、文学の芸術性に関心を持ちはじめ、個人を考える 
余 裕 も で き 、次第に作品も多彩になってきた。中でも、留学体験の作品は 
もっとも特色のあるものである。「台湾芸術研究会」の 前 身 「東京台湾文化 
サークル」が検挙によって活動する前に破壊された教訓を生かして、張文 
環 、蘇 維 熊 、巫 永 福 ら を 中 心 と し て 結 成 さ れ た 「台 湾 芸 術 研 究 会 」が再び 
の 弾 圧 を 避 け る た め に 、ま た よ り 多 く の 同 志 を 得 る た め に 、温和路線を 
選 び 、1 9 3 3 年 機 関 誌 と し て 『フォルモサ』が発行された。創 刊 号 で は 、巫 
永 福 の 「首 と 體 」、張 文 環 の 「落 蕾 」が 掲 載 さ れ て い る 。帰郷したくない留 
学 生 、実 ら な か っ た 恋 を 忘 れ る た め に 日 本 に 留 学 す る 台 湾 青 年 、どちら 
でも新鮮なテーマであった。
学 業 を 無 事 に 終 え た 留 学 生 た ち が 希 望 を 持 っ て 台 湾 に 帰 る 。しかし、 
統 治 者 に よ っ て の 就 職 の 差 別 は 彼 ら の 学 問 を 活 用 す る 場 が 少 な か っ た 。 
そ れ に よ っ て 、台 湾 の 民 衆 に 盲 目 な ほ ど 崇 拝 さ れ て き た お 医 者 様 は 一番 
理 想 的 な 職 業 と さ れ て き た 。そ の 次 、近 代 社 会 に 欠 か せ な い 弁 護 士 も 出  
世ランキングの中の一員である。大 正 12年 度 （192 3年）の『台湾総督府学 
事 年 報 』によると、1 92 3 年 の 大 学 及 び 専 門 学 校 の 在 学 者 は 合 計 1 6 5 人が 
いる。民族運動が一番盛んな時期でもあるため、政治経済学の在学者が 
4 0 人 、法 律 学 が 3 0 人、そして一番多くのはやはり医学の5 5 人であった。 
こ れ に 対 し て 文 学 の 在 学 者 は わ ず か 6 人 し か い な か っ た 。（43)このような 
医学に偏る状況が変わることなく、続いていた。いくら才能があっても、 
失業は失業である。人々の留学生を見る目が厳しくなってきた。真面目に 
勉 強 し た か ど う か は 問 題 で は な く 、重要なのは何を勉強したかというこ 
とになる。
経 済 的 安 定 に よ っ て 、子 弟 に 留 学 さ せ る 余 裕 の あ る 家 庭 が 増 え て い  
く。3 0年 代 に 入 る と 、留学生が珍しく思われる時代いよいよ終りを迎え 
る こ と に な っ た 。そ し て 、いくらぼんくらでも、金 を 掛 け て 日 本 に 送 り 、 
医学士や法学士の学位を持って帰ってくれればと思う人が増えてくるこ 
と に よ っ て 、内 地 留 学 生 の 質 が 悪 く な っ て い く 方 向 に 進 ん で い っ た 。勉 
強 も せ ず 、遊びに没頭す る 人 達 が 留 学 生 の イ メ ー ジ を 悪 く し て い く の は  
当時の台湾留学生の中では一つ深刻な問題であった。
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留 学 経 験 者 の 作 家 た ち の 体 験 談 を 通 じ て 、台湾の新しい世代が統治者 
の 日 本 、故 郷 の 台 湾 、そ し て 作 者 個 人 に つ い て の 考 え 方 の 変 化 を う か が  
える。今 度 の 考 察 で 、留学生のアイデンテイテイの形成と変化がわかる。 
異 民 族 に 統 治 さ れ る こ と に な り 、民 族 意 識 が 目 覚 め 、台湾人としてのア 
イ デ ン テ イ テ イ が 形 成 し は じ ま っ た 。時 間 が 経 つ に つ れ 、日本の近代教 
育 を 受 け て き た 留 学 生 が 台 湾 人 を 強 く 意 識 す る こ と が 薄 く な っ て 行 っ  
た。そ し て 、皇 民 化 運 動 に よ っ て 、台 湾 人 と い う 意 識 を 捨 て 、日本人とし 
て 新 し い 認 識 が 生 ま れ た 。本 論 は 留 学 事 情 を 考 察 し て い く こ と に よ っ  
て 、台 湾 の 先 導 に 立 っ た 留 学 生 が 直 面 す る 問 題 を 割 り 出 し 、時間の流れ 
の 中 で 留 学 生 の 心 境 の 変 化 を 分 析 し て み た 。しかし、留学に関する作品 
の 数 が 多 く な い た め 、限られている視野の中でしか分析できなかったこ 
とがとても残念だと思っている。
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《参 考 資 料 》
表 3 留 学 体 験 作 品 一 覧
作 品 作 者 出 所 年 月 言 語
「到異郷」 楊雲萍 『台湾民報』第 1 0  1 号 1926 .4 中国語
「弟兄」 楊雲萍 『台湾民報』第 1 1 9 号 1926. 8 中国語
「咖哩飯」 楊雲萍 『台湾民報』第 1 3 8 号 1927. 1 中国語
「首と体」 巫永福 『フォルモサ』創刊号 1933. 7 日本語
「蜘蛛」 呉天賞 『台湾文芸』 2 - 3 1935. 3 日本語
「山茶花」 巫永福 『台湾文芸』 2 - 4 1935 .4 日本語
「及春譜」 陳春映 『台湾文芸』 2 - 5 1935. 5 日本S吾
「残雪」 翁鬧 『台湾文芸』 2 - 8 , 9 1935. 8 日本語
「父の要求」 張文環 『台湾文芸』 2 - 1 0 1935. 9 日本語
「失踪」 陳瑞榮 『台湾新文学』 1 -  3 1936 .4 日本語
「暖流寒流」 （長編） 陳垂映 『暖流寒流』台湾文芸聯盟出版 1936 .7 日本語
「友 情 一 一 『青年時代』一章」 朱南化 『台湾新文学』 1 -  8 1936. 9 日本語
「初恋」 黄有才 『台湾新文学』 2 - 5 1937. 6 曰本語
「鏡」 王昶雄 『王昶雄全集』第一冊 未発表 日本語
「亜細亜的孤児」 (長編） 呉濁流 『亜細亜的孤児』 1962 中国語
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表 4 留学生が登場する作品
作 品 作者 出 所 年 月 言語
「彼女は何処へ」 謝春木 『台湾』第3年第4号 1922.7 日本語
「榮歸J 陳滿盈 『台湾新民報』322、323号 1930.7 中国語
「叔父 !」 凌浪生 『台湾新民報』328-330号 1930.8-9 中国語
「落蕾」 張文環 『フォルモサ』創刊号 1933.7 日本語
「興兄」 蔡秋桐 『台湾文芸』2 - 4 1935.4 中国語
「水牛」 楊逵 『台湾新文学』創刊号 1935.12 日本語
「紳士への道」 藍紅緑 『台湾新文学』1 -5 1936.6 日本語
「田園小景スケッチ•ブックより」 楊逵 『台湾新文学』1 -5  
(前半のみ、後半禁止）
1936.6 日本語
「魔の力」 頼弘明 『台湾新文学』1 -7 ,1936.8 日本語
r脱穎j 朱點人 『台湾新文学』1 -1 0 1936.12 中国語
「台湾の女性」 呂赫若 『台湾芸術』1 -3 . 1940.5 日本語
「山茶花」（長編） 張文環 『台湾新民報』連載 1940 日本語
「午前の崖」 龍瑛宗 『台湾時報』23 -  7 1941.7 日本B吾
「過渡期」 王育徳 『翔風』24 1942.9 日本語
「地方生活」 張文環 『台湾文学』2 - 4 1942.1 日本語
「奔流」 王昶雄 『台湾文学』3 -2 1943.7 日本語
「玉蘭花」 呂赫若 『台湾文学』4 -1 1943.12 日本語
「清秋」 呂赫若 小説集『清秋』 1944 日本語
「山川草木」 呂赫若 『台湾文芸』創刊号 
(台湾文学奉公会発行）
1944.5 日本語
「土の匂ひ」 張文環 『台湾文芸』1 -3 1944.7 日本語
表 5 日 本 留 学 者 学 修 科 目 別 表 （大 学 及 び 専 門 学 校 在 学 者 ）（『台湾総督府学事年
報 』大 正 1 2 年 度 一 昭 和 1 2 年度に よ る ）
文学 法学 医学 商学 政治経済 
(経済）
理•エ•農学 その他 合計
1923年 6 30 55 14 40 12 8 165
19 24年 5 23 59 . 14 29 8 7 145
1925年 5 27 55 17 22 15 9 150
1926年 11 52 82 20 29 20 10 224
1927年 17 89 137 .29 54 30 16 372
1928年 18 101 161 26 58 39 14 417
1929 年 18 81 144 24 42 32 13 354
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1930年 24 79 136 32 59 37 11 378
1931 年 20 83 229 31 31 37 13 444
1932年 14 113 261 31 48 35 12 514
1933 年 18 123 243 26 51 27 15 503
1934年 31 237 348 57 72 63 25 833
1935 年 40 241 420 60 72 45 30 908
1936年 27 204 507 71 66 45 32 952
1937年 29 196 619 83 70 54 40 1091
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『台 湾 作 家 全 集 •短 篇 小 説 巻 /日 據 時 代 』張 恆 豪 編 、前衛出 版 、1 9 9 1 年 （台 湾 ）
『張 文 環 全 集 』張 文 環 著 、台 中 県 文化中心、200 3 年 （台湾）
『王 昶 雄 全 集 』王 昶 雄 著 、台 北 県 文化中心、2 0 0 3 年 （台 湾 ）
『両 岸 文 学 論 集 』施 淑 著 、新 地 文 学出版社、1 9 9 7 年 （台湾）
『日據時期台湾小説研究』許 俊 雅 著 、文 史 哲 出 版 社 、1 9 9 9 年 （台 湾 ）
『台 中 県 作 家 與 作 品 論 文 集 』路寒袖 主 編 、台 中 県 立 文 化 中 心 、2 0 0 0 年 （台 湾 ）
『我 的 風 霜 歳 月 一 一 巫 永 福 回 憶 録 』巫 永 福 著 、望 春 風 文 化 、2 0 0 3 年 （台 湾 ）
『日 拠 時 期 台 湾 作 家 論 ：現 代 性 •本 地 性 •殖 民 性 』陳 建 中 著 、五 南 図 書 出 版 、2 0 0 4
年 （台 湾 ）
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